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故旧ルヴe・一　H：の追憶

中　村　　要

　拠物線鏡の製造家εして名聲のあった，カルヅーGeorge　Calver氏は去

る7月4日逝去された．氏は1834年の生れで7月22日第93回の誕辰を迎える

筈であった．爾ほ95歳になる未亡入を残しナこが，子息，親族等は全くない．

　カルヅーはSuffolkのWalpoleに生れ，後製造を始めてから1904年ま

でChelmsford附近の一村落Widlordに住し，以後死に至るまでSuffolk

O）Halesworth附近のWalpoleに住んだ．

　1859年佛のフーコーによって公表された鍍銀鏡は英のウイスG．Withの

努力によって1863年より英の素建に使用されるに至った．カルブーの仕事

を始めた年は明瞭でないが，1862果すでに鏡の鍍銀法について研究して居

ったらしく1867年にはG，C．の假名で鏡面製造に封ずる彼の質問を見受

ける事が出來る．此の頃には鏡面製造の詳細については殆んさ知られてな

い．カルヅーは屈折三物L・ンズの名家オルヴン，クラークClarkトーマス

クツツT，CGokeマクドエルMacDOwell等ミ同じく光陽方面の學問に優

れた入ではない．Grimbsyに於ける一n一・靴工より極めて貧しい方法で研究を

始めた，然し此の頃の彼の質問によって見るxS何等まSまつfc智識を持っ

て居なかつナこが，誰時の素入の熟練家W，Parkiss，　F．W．　NewtQn等から

理論的方面（影試験法）や，種々の注意を受け充分の基礎を作つf．確かで

はないが最初に作つk鏡は10吋であって種々の観測を試み1874年のAstro－

nomical　registerに彼は，木星の観測ε反射鏡の特色等を述べて居る．エリ

ソン氏によるa873年作のカルヅー銑があり，1874年から天文雑誌にカル
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ブP一丁を見受ける所から見れば，製造を始めたのは11ニヒの頃であったらしい

鍍銀鏡の開拓者ドレーバーH，Draperミも親交があっナこ，1876年にはカ

ルブー氏の知入，コンモンA．A．　CommOn氏に認められて18吋を作り，更

に其の好成績の爲に1879年には36吋を作つナこのである。此の36吋は試験的

のものであっナこεは言へ，反射鏡の製造及使用に重大な轄機を與えた．此

の後ウ4スに代って園熟せる技術を認められ，1926年まで作業を績けた．

嚢明後僅か牛世紀を飴り出てない鍍銀鏡に終始關係して60年間，ft　一一作業

を績けfc　・’けでも偉大なる事業である．

　鏡面及レンズ製造の凡ての名家ミ同じくカルヴーも観測者であった事も

記憶すべき事であみ．又ウ4スには知られてなかっナこ影試験法を知り得て

居たので彼は極めて好都合であっナこ事は言ふまでもない．

　カルブーの作った鏡は極めて多い．此の数は知る事は出來ないが20吋以

上の大口径から託けるε・

　1880年頃Sir　Henry　Bessemerに50吋を作って居ろ．此の鏡はべツセヌ

ーが自分の方法で急速に鏡を作り得るか否かについ試験的に行つナこのでベ

ツセマー自身の欺況の爲に成功したものでなかった，完成後ベッセマーは

自用にする事が出回す，使用者を求めたが燧に不調εなって，マウンチン

グを終らないまS現在は行方さえ明瞭でない，

　カルヴーは此れ似上のものを製造する技術も意志をも持って居りJames

Lickが出しナこ最大鏡の懸賞に蜀して8吠96吋を申出た事もあり，叉若：し米

の製造家が彼を訪れたなれば井ルソン山の100吋の製造にも取りかNる豫

定であった事さえ傳えられて居る．

　次の鏡はリック天文皇のクロスレー36吋で1879年に作つナこのであるが，

1876年のM．N．誌に，製造方法を述べ，製造が豫想以上容易であり，より

大口径のものも充分自信を持って作り得べき事を述べて居る．コンモンが

自己の考案をもつてフォーク型を採用し，現時の大口樫反射鏡マウンチン

グの原型を示し，最初にオリオン星雲の爲眞を得て星雲爲眞に開拓的の作

業を行つナこのも此の器械である．コンモンが5沢鏡（60吋）を作るに際して

Crossleyに頁却しCrossleyは，米リック天文皇に寄贈して今爾ほ天髄物

理學研究の第一線に立って重要な地位を占めて居る．カルヅーは第二鏡を
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志下後に作ったがクロスレ一群の許にある時，th”一一‘鏡は英のSir　H・Grubb

氏によって鏡形が修正された．殆ん蓄50年繭に試瞼的の製造に此れ程成功

して居る，此れ以外の大口径鏡は1910年以」二晩年の作で，

　1914年頃D’Esterre氏に30吋を作って居る．

　1913年頃Espin氏に24吋を作った，エスピン氏は此の大口径鏡を二：重星

の嚢見及び測定に使用して居る，

　1920年にエデンバラ天文皇の24吋鏡を改作して居る．24吋は1870年に

H．Grubbによって作られナこが最初から星像が悪く満足に使用されなかっ

た．此の改作後，試験の大家Davis氏によって槍査が行はれ，李面共に最

も満足なものである事が嚢表せられナこ．

　同1920年に24吋の新鏡を作ったが不幸焦鮎距離が僅かに短く前紀の器械

では使用が出來なかったので佛ムードン天文毫に行って居る．

　WorthiDgton氏の天文毫に20吋があり，　H．　Ellisの天文毫にも20吋があ

る．

　18吋以下の反射は甚だ多い。18吋だけでも十数箇ある．

　筆者は未熟である爲に充分な事は出來ないが，現在内地にある彼の作品

を二割して，其の技術を尋ねナこい．

　京大天文皇13吋ヵルヅー鏡

　［］復325ミリ，焦黒門星巨営推294センチ　　　f9

　焦馳比f9の純眼視鏡であり．此の能牽は1926年の火星齪測に充分謹明

されて居る．
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　暗室内の牧差量は表の通りで鏡の中央に可なり大き

な穴があるが斜鏡の影であるから問題でない，温度補

正が適當に行はれて居るので星像は最も良い歌態で，

此れ以上のものが作り得る：三も思へない．端を開放し

てシリウスに向けても星像は完全である．此れ程，鏡

規が良好である．

（次號にクック會祉の12吋屈折εカノレバー13吋εの比較瞼査を述べてカル

ヅーの技術を謹しナこい．
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　天文同好會倉敷天文毫32センチ鏡

　此の鏡面は口径315ミリ，焦黒山距離249センチあってG．Calver　IO8ミい

ふサインがあり，硝子材は明らかにCast　diskで厚さは50ミリある・

　此の反射鏡が京都に着いてから二回目渡って地下室の定温の下で鏡面瞼

査を行った．

　　　　r2
「　一R一測定三差
150ミ　リ　0．0（［　0，00　　－0．07

1．38　O．70　0．L13　O．OO

120　1．t；4　1．06　十〇．08

106　2．27　1．7L）　十〇．07

94　2．75　2．4L）　十〇．et

T7　5’・3－S　3．2：3　一〇．04

5，9　3．85　3．96　一〇，10

4［　4．12　4．S5　一〇．lb，

20　4．45　4．TO　一〇．13

　筆者は此れ程整形の完全な鏡は他に知らな

い．全く李旦な何一つ平野の無い鏡面である．

　鏡面で見える特長は明らかに故意に鏡の端

が員修正がこってあって，牧差をグラフにす

れば，極めて李旦である．少なくミも製造者

の驚くべき技術の現れである．

　筆者が此の鏡面を見ナこのは15號を終ってか

らであるが16號から自分の製造方針が完全に一筆し，今でも此の鏡面を手

本εして居る位深い感銘を與へた．

　周邊及像の質から見れば京大13吋にやx劣るが輩に一箇の暗室内の試瞼

罰三物εして見或は製造者の技術云々に封して．よ實に驚くの外はない．

　筆者は蹟に，此の光骨面が人類の作り得る最善のものである事をのべて

此の鏡面の完壁さを示しナこい．

　但し不幸Zド面鏡か完全でない爲に（カルブー製に押す）著しく能率を失っ

て居る事をおしんでおきたい．

　スコブイルト氏カルバー8．5吋

　サイン　GCalver　1888　F＝＝　7ft　2t「f10．

　19二1年，ロンドン市のベーカーより輸入されたものである．機會を得て

行った測定では
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　鏡の端は完全であり．製造後播り取った程

完全である，鏡面の中央に可なり大きな山が

見える，が製造者εして中央の山は意にする

必要はない，測定に見える通り端が最も完全

な面をミつて居り，製造上の方針が明瞭であ

る．
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星像の完全，能率は同氏の醐下上充分に謹明されて居る．

　筆者所有　6．6μ寸　カルゾ＿

　サイン　G．Calver　l　921　F＝硯尺　　1817ミリ　　f12

　カルゾー晩年の作品ミして叉長焦黙鎧こして腕の冴えを見せナこ作品であ

る．

・÷測定鰭
7rli　o．oo　o．oo　一〇．03

67　O．3－9　O．21　十〇．02

Drg　o．70　o．｛2　十〇．02

45　1．07　OP6　十〇．OI

39　1・21　1．38　一〇．07

s，o　1．；一3　g　1．or　7　一〇．os

20　L，52　1．77　一〇．09

　境面には測定の示す如く39ミリ帯に可なり

著しい階段Stepがあり，他に細い輪Ringの

跡もあり，甚だ堅いピッチで研磨されナこもの

の檬である．

　鏡面の端が再び完全であり，カルブー猫持

の良好さであり．殊に此れ程の焦黒雪にかわら

す修正：量の正確さミー般鏡面の整形に關しては，此の程度のものを作り得

る技術者は他になからう．

　影面は附属してないが筆者がカルヴー氏の死を聞いて最初同氏を記念す

る爲に最善の努力を費して9。91りの男面を作っk，しかも此れが自分の半

面のioO號であった，切籔の爲多少狂つナこが爾ほ20分の一波長の正確さで

ある．

小鰍紙・い寸・ルヅー
　サイン　G．Calver　l　883　　焦一匹距離　59　pTt　f12

　筆者が英ベーカー會祉より1927年に求め，第三高等學校學生の同氏に御

譲りしナこものでカルブー一一初期の作である．厚さ一吋の美事なCast　diskが

使ってある．鏡面には多少腐蝕の跡がある．

　測定は行はなかっkが，長二丁鏡ミして美事な鏡面で，良好な二丁を有

して居り，充分技術が示されて居る。

　五箇の鏡面について言えば

　カルヅーの鏡は必らすし｛、鋏黒田なしではない。鏡面の中央には峡鮎があ

っても，閉り注意を回れてはない．然し鏡面の生命である．鏡周は最も正

確に整形され，叉修正量は極めて正確である．筆者はカルヅー鏡の周帯が

故意に員修正になって居り，五箇の鏡に共通である事を注意しておきナこい
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此の事實は筆者が始めて指摘する所であり，温度補正の爲に故意にi三物線

を外しナこものミ考へる．

筆者の経験より見れば何れの鏡面も入類の手を持って製造し得る最善のも

のであり，此の鏡面に非難の言葉を與えるものがあれば，彼は人間の能力

の限度を無視せるものである事を言っておきたい．

　鏡面の示す技術の冴えは撒十箇の鏡を作って始めて知り得る事である．

　カルゾーの鏡を知る入はカルヅー境には不完全な鏡は存在しないεいふ

に一致して居る．カルゾーの作っナこ眼視鏡で一つミして實用上不完全εし

て知られたものはなく，製造者の名を信じて安心して求める事が出來るミ：

言はれて居る．

　一箇の完全な鏡を作る事は素人ετも不可能な事ではない．然し鏡の絡

てが完全である事εは全然異った問題である．後者の爲には製造者の最も

大なる技術ミ熟練を要する．

　如何なる鏡でも他者が鏡面修正を試みたものは除いて，カノレブーのサa

ンのある鏡なれば信用して求めてよいご言はれて居る．

　ヵルゾーは鏡面強査には影のみを持って行ったZOne　testは行って居な

いが，彼の鉦の修正量（球面ε髄物線の差）は最も正確なものである，1925

年アマチュア連の希望によって彼が正しい樋物線鏡の影を説明するまで・

其の形状を正確に説明し且つ帯き得る入は全くなかった．影で凡てを勃断

し影のみで呼物線を腿別し得る技能を有した入はカルブー氏一人であっナこ

事はよく知られて居ナこ．

　カルげ一の作った現は大部分は眼観鏡であった．眼古鏡の製造には彼に

優った挙白者はない．W．H．　Pickerin9日く，カルブー1こ等しい鏡を作る製

造者はあるかも知れない．然し唯一人ごしてカルブー以上のものはない．

又昨年未本場の国王に於て鏡面製作にカルゾーに次ぐエリソン日く，カル

ゾーは多年信頼を得て満つfが，すでに老年の事である，近年二三の年若

い製造者もあるが，カルゾーに追下すべくもない．此れ等は韓国家の彼に

封ずる撹評である．

　郎ち現在に於ては本場の英國に於ても彼の後擦者は見出されない．叉至

大の熟練を要する製作であるが爲，近い將來に於て彼程の技術者も現れそ
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うにない．又此れは過去数十年に於ても事實であった，彼の死は箪に英國

の損失のみならす世界の大なる損失である．

　大口径罵眞鏡に封しては著名な二三の工場Eリツテー氏の如き熟練者も

あろが眼覗鏡の比較的大なるものに樹して信頼し得べき技爾者はない．

　カルブー氏は叉，光學李面の製造に優秀な技術を持って居た．反射用の

ニュートン二面で專門の光學會肚を除いて箇人の反射鏡製造家ミしてカル

ブー以上の腕を持って居る人はない．現在三二のカルゾー下面があるが何

れも優秀なものである・例へば京大天文皇の33センチ反射鏡には短径　76ミ

リの晴圓形李面がついて居るが，此の下面は質に於て自分の知って居る最

善のものである．

　昨年スコフィルト氏を訪問しナこ時に，接眼鏡函の中から一一一’asの豫三二面

を見出して早速，頂いて現在自分の6．5吋エリソンに自分の卒面製造の規準

Sして使って居る．故旧が自作の一品εいへさも疎にしなかった事は明瞭

である．

　彼は鏡面製造に關しては開放的であっナこごは言はれない．然し大多藪の

二二會耐の守る襟な絶封的の秘密ミいふ様な事はなかった．幾度か記入の

質問に封して全経験を投じた奪い記事を書くのを常こしtこ．殊に豆925乍8

月未E瓢誌艶物線の影に關して良好な記事を獲表しナこ，殊に1鵬年二三

されナこAmateur　telescope　making中にある拗物線鏡の影がBestのもの

であるミ云ふ自信に封してAbsOlutely　incorrectなる言葉で誤を指摘して

ポーター派を攻撃しデこ如きカルゾーを除いて不可台旨な事である，カルヅr一

は鏡面研磨の方法について何等書残して居ない．傳へられる肺こよるミ絡

ての鏡を器械で磨いナこミは知れて居るが，其の構造及，パラボラ化の方法

については殆んさ知れてない，た輯925年に機影があれば公表したいミ明

言したが不幸方法については何等簿へられなかった，然し極めて複錐な方

法をミつて居た事や大膿の豫想は彼0）作品を通じて想像出治る．

　カルヅーを知る人は彼が非常に勉勘家であったミ言って居る．彼は三夜

食事の魑別なく働いて，其の爲に健康を害して藪箇月病の爲横はる事さへ

あっi．彼の1894年に獲肥したHint　on　reflector（反射鏡手引）の一下に

駒分の現在かち居て得る成功は自分の倦まざる忍耐ε努力によるもので
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あるε．鏡面製造に多少の経験を有す．る人ば回れしも’個の鏡面を作る爲

に要する勢力こ殊に．忽耐が如何に大なるものであるかよし了解されるので

あらう．

　ヵルゾーが1925年パーカーBarker氏に宛てた手紙の一一ewに「自分の仕．

事は完成されt，自分の希漏して居ナこ事はよく成就された言」ε述べて居

る故入の自己の作業に封ずる態度を知る事が出離る．

　自分ε故人ミの關係は深いものではない．最初交渉をもつkのは1924年

の事であっナこご思ふ．反射鏡の二二を門合はせたのに記して火星の衝まで

に若く様に電報さへ晦れば8吋牟を遮るεいふ丁寧な返事があっナこので全

く驚いて其の厚意を謝しt事がある．老人の書．いた手紙であるので文字が

甚だ讃みにくかつナこのを箆えて居る．

　昨年になって京大天文壼の十三吋，倉敷の12．5吋の製造年月を知る爲に

手紙を書いた．此の時に自分は種々Σ考へた未鏡面整形の難問題の解決の

参考品εして6．5吋鏡を依頼し且つlil本博士の御話もあったので又ドーム

内に．掲げておきナこい爲に山上を無心しナこ，其の返事は次の穫な事であっ

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jan　8，　1927

Dear　sir，

　　1　thanlc　you　very　much　for　your　very　kind　and　interesting　letter．　At　the

present　time　1　am　very　ill　with　gastric　trouble　and　1　am　very　weak，　but　’1　have

asked　my　man　to　write　you　a亡once，　will　wri亡e　fur亡her　when　I　feeエbe亡亡er．　It

conforts　me　very　much　to　］〈now　that　now　my　worl〈　is　done，　lt　is　apreciated　by

those　who　know　to　apreclate．　1　thank　you　for　the　little　photo　of　the　shadows

and　larger　photo．．　Iwill　take　the　liberty　to　mention　solne　par亡s　of　your　letter　in

the　E．M，．　1　can　not．t；ace　the　date　or　make　o£　your　instrument　as　they　change

hands　often，　but　1　see　jt　is　like　1’rofessor　1’icl〈eri．ng’s．　1　am　glad　to　say　Professor

I’ickeTing　is　li1ce　you　is　very　pleased　wit｝Tt　my　worl〈，　NVIth　regard　to　the　6i一”　you

kindly　order　I　a皿glad　to　say　although　I　could　not　now　make　one　I　have　one　in

stock　that工sha工I　be　pleased　to　put　ill　your　able　hands．　It　has　been　made　some

years，　1　asl〈ed　my　man　to　hang　it　up　and　examine　it，　and　make　a　，gketch　o£　it，

which　1　now　send　and　1　thinl〈　you　will　like　it．　As　to　price　1　have　been　seiling

since　the　war　those　at　JC　10－10s－O　ten　pouncl　ten　shillings．　1　will　let　you　have

it　for器9nine　pounds．　If　you　wi工l　say　if　it　is　suit　you　I、vin　silver　and　send
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it　at　once．

planes　and皿trrers．

“ras　still　able　to　work．

故カルヴー氏の追憶（中村）

1　am　glad　to　lcnow　yoti　hRve　considerable　experience　in　optical　wor”k”

　　　It　is　very　interest｛ng　and　your　kind　letter　make　me　with．　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N’ours　truly

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．　Calver

　P．S．　1　will　send　you　a　photo　oF　myself．　lt　is　one，　one　of　my　clients　had　the

　wish　to　have　a　photo　in　the　act　o£　examining　his　19．，”2一”　mirror，　and　this　mirror　is

　the　very　one　that　Preressor　Pickering　nGw　have．

　短い手紙であるが鏡に封ずる製造者の態度がよく現れて居る．結局自分

は鏡を依頼して5月始めに到着した，然し此れが故入の記念品にならうε

は思はなかった．鏡面の受取りを出しナこ時に，種々の結果をのべて，カル

ゾー鏡の持つ重要な秘密について問合はせた，然し不幸，此の名工の持つ

た，重大な秘密について解答を得る事が出回す，死ε共に失れた事を残念

に思って居る．

　故カルブー氏の三二の爲に，此の一章をE．M，誌の

APiOneer　of　astronomical　m｛rrors及びエリソン，スレード爾氏について

或はE．M．誌の1909年以後の記事，其他天文維誌に散見する同氏の論文等

によって認めました．

　此の記事は反射望遠鏡の智識の最後の一章εする三三であります．

　（反射望遠鏡の智識ば約一年か」ろ豫定でありますが各號の別刷が100部づ・亡

　つてあります・完了後希望者に分ちますから膨み下さい．）

　　　　　　　　　　　花　山　山　天　文　憂

　　：京都帝大天丈墓のすぐ西側な市内電車が通ろt言ふので，その影響たさけろ爲

　めに，微細な期測ななす襯測部の一部を引越され【でならぬ言ふごtit二三年前か

　らの問題のあっナこ．始め盲田山がよからうS言ふので第一候補地になってみすこが，

風雅保存引言ふ理由で駄EIになつ7Zが，京都の翠玉家中井氏外聞名の組合の所有

地由科の花山山頂の八千坪た口岨合の野馬によりて京大天丈台に寄附されろSC［：

　なつナこ・六七月頃から天文台話員が實地調査秘行ってみたが，いよいよ地域も確

　立しナこので，伏見工兵隊の好意により京都の厭．しの近くから自動車路准九月未か

　ら起工する事になつナ：・山上天丈台の工事ば道路の出來次第着手するはすて來年

　の御即位式頃までにば出來上ろ見込みである・花山由天丈台が出來れば大津から

　京都に到る道中東海道線の汽車からまSもに見えて，實際東海道線の一つの名所

　定なるであらう．
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フランスて擾つk井ン吊ケ彗星

去る6月23日午後11時5分から同12時まで（グ1｝ニチ時刻）

三一ジユガシ天文盗に於ゼてケニセ氏が撮影したもの．


